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関西医科大学　地域医療センター

附属枚方病院
TEL.072-804-0101（代）  http://www.kmu.ac.jp/hirakata
〒573-1191　大阪府枚方市新町2-3-1　地域医療連携部　病診連携課（地域医療センター事務局）　TEL.072-804-2742  FAX.072-804-2861

附属滝井病院
TEL.06-6992-1001（代）  http://www.kmu.ac.jp/takii
〒570-8507　大阪府守口市文園町10-15　地域医療連携部　病診連携課　TEL.06-6993-9444  FAX.06-6993-9488

香里病院
TEL.072-832-5321（代）  http://www.kmu.ac.jp/kori
〒572-8551　大阪府寝屋川市香里本通町8-45　地域医療連携部　病診連携課　TEL.072-832-9977  FAX.072-832-9988

天満橋総合クリニック
TEL.06-6943-2260（代）  http://www.kmu.ac.jp/temmabashi
〒540-0008　大阪市中央区大手前1-7-31（OMMビル 3階）　TEL.06-6943-2260  FAX.06-6943-9827

香里病院 附属看護専門学校

附属滝井病院 附属枚方病院

千里中央

新大阪

大阪空港
大阪モノレール

ＪＲ東海道線

ＪＲ大阪環状線

新幹線

地
下
鉄（
御
堂
筋
線
）

ＪＲ阪和線

新幹線 至名古屋

至出町柳

至神戸
近鉄京都線

京阪本線

地下鉄
（谷町線）太子橋今市

関西空港

大日

守口市

門真市滝井

香里園淀屋橋

天王寺

大阪

枚方市

京都

丹波橋

京橋天満橋

JR
京阪本線
地下鉄御堂筋線
近鉄京都線
大阪モノレール
リムジンバス
地下鉄谷町線

天満橋総合クリニック思いを
つなぐ

願いを
つなぐ

命をつ
なぐ

地域医
療をつ

なぐ
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巻頭特集　高精度放射線治療　IMRT導入。
産婦人科３領域、すべてに先進医療。
臨床検査医学科とは？
麻酔科医のサブスペシャリティとしての選択肢。
呼吸器外科医による治療の現状。
「区域麻酔」って、ご存知ですか？

放射線治療科長

産婦人科　診療部長

 臨床検査医学科　診療部長

麻酔科　診療教授

呼吸器外科　診療教授

麻酔科　診療教授

Ｐ1-2

Ｐ3

Ｐ4

Ｐ5

Ｐ6

Ｐ7

中村　聡明
岡田　英孝
蔦 　 幸 治
中嶋　康文
村川　知弘
中本　達夫

附属枚方病院

患者さんに優しく、愛される小児科をめざします。

平成27年5月、皮膚科にレーザー外来を開設。

小児科　医長

小児科医

小児科医

Ｐ11

Ｐ12

田邉　裕子
八十嶋　さくら
駿田　竹紫
皮 膚 科

香 里 病 院

２人の医師が外来部門に着任。 内科　医長

内科　医長（予防医療担当）

Ｐ13 中橋　佳嗣
是枝　ちづ

天満橋総合クリニック

2年後のグランドオープンに向け順調に工事進行中！
附属滝井病院が大阪府のがん診療連携拠点病院に認定！
血液のがんは治せる病気です！

附属滝井病院　病院長

がん治療・緩和ケアセンター　副センター長

血液腫瘍内科部長　診療教授

Ｐ8

Ｐ9

Ｐ10

岩坂　壽二  
徳 原　克治
石井　一慶

附属滝井病院

●私たちが考える「つなぐ」という思い。　●アンケートへのご協力のお願い
　

Ｐ14
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放
射
線
治
療
科
長

4
月
１
日
着
任

中
村　

聡
明

の
で
す
が
、
I
M
R
T
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
80
グ
レ
イ
以
上
ま
で
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
立
腺
が
ん
の
治
癒

率
は
手
術
治
療
と
同
等
の
レ
ベ
ル
に
な

り
ま
し
た
。

 

I
M
R
T
は
全
身
の
が
ん
に
つ
い
て
も

対
応
が
可
能
で
す
。

例
え
ば
頭
頸
部
が
ん
（
写
真
③
）。
頭

頸
部
が
ん
の
こ
れ
ま
で
の
放
射
線
治
療

で
は
、
唾
液
（
つ
ば
）
を
つ
く
る
耳
下

腺
に
放
射
線

が
あ
た
っ
て

し
ま
う
こ
と

に
よ
る
唾
液

分
泌
低
下
が

大
き
な
問
題

で
し
た
。
つ
ば
に
は
殺
菌
作
用
が
あ
り
、

長
い
期
間
つ
ば
が
出
な
い
と
、
虫
歯
だ

ら
け
に
な
り
口
の
中
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
I
M
R
T
で

は
耳
下
腺
や
脊
髄
な
ど
大
事
な
組
織
は

外
し
て
、
病
気
の
場
所
だ
け
に
し
っ
か

り
放
射
線
を
あ
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
唾
液
分
泌
を
残
し
つ
つ
、

頭
頸
部
が
ん
を
根
治
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

I
M
R
T
は
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

用
い
て
照
射
野
の
形
状
を
変
化
さ
せ
た

ビ
ー
ム
を
使
い
、
が
ん
の
形
に
合
わ
せ

た
放
射
線
治
療
を
行
う
新
し
い
照
射
方

法
で
す
。
が
ん
の
部
分
に
放
射
線
を
集

中
し
、
周
囲
の
正
常
組
織
へ
の
照
射
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
副
作
用

を
増
や
す
こ
と
な
く
、
よ
り
強
い
放
射

線
を
が
ん
に
照
射
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

代
表
的
な
例
は
前
立
腺
が
ん（
写
真

①
）
。
前
立
腺
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
直
腸
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患者さんをがんから守るために、どうか一緒にお手伝いさせてください。　中村　聡明地域医療とつなぐひとこと

附 属 枚 方 病院

が
あ
り
、
こ
こ
を
避
け
て
照
射
す
る
こ

と
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

直
腸
に
た
く
さ
ん
当
た
る
と
出
血
す
る

た
め
で
す
。
I
M
R
T
は
、
照
射
の
出

口
の
と
こ
ろ
に
数
ミ
リ
幅
の
鉛
の
ス

リ
ッ
ト
が
並
ん
で
い
ま
す
（
写
真
②
）
。

こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
で
動
か
す

こ
と
で
直
腸
に
で
き
る
だ
け
あ
た
ら
な

い
よ
う
に
照
射
範
囲
を
調
節
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
立

体
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
照
射
す

る
の
で
線
量
に
立
体
的
な
強
弱
が
で
き

る
。
こ
れ
を
活
か
し
て
直
腸
に
は
当
た

ら
ず
に
、
が
ん
細
胞
に
だ
け
照
射
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。「
強

度
変
調
」
と
い
う
名
前
は
こ
こ
か
ら
来

て
い
ま
す
。
当
て
る
位
置
と
強
さ
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
放
射
線
治
療
は
画
期

的
な
進
化
を
遂
げ
ま
し
た
。

放
射
線
量
は
グ
レ
イ
（
Gy
）
と
い
う
単

位
で
表
現
し
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
の
放

射
線
治
療
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
70
グ
レ

イ
程
度
ま
で
し
か
照
射
で
き
な
か
っ
た

こ
れ
ま
で
の
放
射
線
療
法
で
は
不
可
能
だ
っ
た
高
度
な
が

ん
治
療
が
I
M
R
T（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

周
囲
の
正
常
組
織
へ
の
照
射
を
減
ら
し
な
が
ら
、よ
り
強
い

放
射
線
を
が
ん
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、副
作
用
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
な
く
、手
術
と
同
等
の
治
療
成
績
も
可
能
に
な
り

ま
す
。1
回
15
〜
30
分
、痛
み
も
な
く
、負
荷
の
少
な
い
治

療
を
数
週
間
続
け
る
だ
け
。入
院
の
必
要
も
な
く
、こ
れ
ま

で
と
同
じ
生
活
を
続
け
な
が
ら
、治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
画
期
的
な
高
精
度
放
射
線
治
療
が
、つ
い
に
附
属
枚
方

病
院
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

例
え
ば
膵
が
ん
（
写
真
④
）。
膵
が
ん
は

が
ん
の
中
で
も
治
療
が
難
し
い
が
ん
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
早
い

段
階
で
見
つ
か
っ
て
も
膵
臓
の
周
囲
や

肝
臓
に
転
移
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
で
す
。
可
能
な
ら
ば
手
術
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
取
り
き
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、

手
術
と
組
み
合
わ
せ
て
放
射
線
治
療

を
行
う
こ
と
で
治
癒
率
が
向
上
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
I
M
R
T

を
用
い
て
手
術
で
取
り
き
れ
な
い
部
分

を
し
っ
か
り
照
射
し
、
そ
の
後
に
手
術

を
行
う
こ
と
で
膵
が
ん
の
根
治
を
め
ざ

す
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
村
　
聡
明 （
ナ
カ
ム
ラ
　
サ
ト
ア
キ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

平
成
8
年
　
神
戸
大
学
医
学
部
　
卒
業

平
成
14
年
　
大
阪
大
学
大
学
院
　
終
了 

●
職
歴

平
成
14
年
　
シ
カ
ゴ
大
学
博
士
研
究
員

平
成
17
年
　
大
阪
大
学
助
手

平
成
19
年
　
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
診
療
主
任

平
成
21
年
　
大
阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
医
長

平
成
24
年
　
大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
副
部
長

平
成
24
年
　
京
都
府
立
医
科
大
学
講
師

平
成
27
年
　
関
西
医
科
大
学
講
師 

●
資
格

放
射
線
治
療
専
門
医
・
研
修
指
導
者

が
ん
治
療
認
定
医
・
指
導
責
任
者 

●
所
属

日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会

米
国
放
射
線
腫
瘍
学
会

欧
州
放
射
線
腫
瘍
学
会

日
本
医
学
放
射
線
学
会

形
状
に
合
わ
せ
て
照
射

範
囲
や
強
さ
を
調
節
で
き
る

I
M
R
T
（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）

私
た
ち
放
射
線
治
療
チ
ー
ム
が

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
が
ん
に
対
応
す
る

強
力
な
武
器
の
誕
生
！

高
精
度
放
射
線
治
療

巻
頭
特
集

す
べ
て
の
が
ん
に
対
応
す
る
先
進
の
放
射
線
治
療
！

正
常
組
織
の
損
傷
を
抑
え
、が
ん
細
胞
に
集
中
照
射
。

７
月
か
ら
診
療
ス
タ
ー
ト
！

I
M
R
T(

強
度
変
調
放
射
線
治
療)

導
入写真①

写真③

写真④

I
M
R
T
の
進
化
は
機
械
の

精
度
と
ソ
フ
ト
の
性
能
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

使
い
こ
な
す
医
学
物
理
士
と

い
う
専
門
職
を
は
じ
め
、
高

度
な
教
育
を
受
け
た
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
、
は
じ

め
て
高
精
度
放
射
線
治
療
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
放
射
線
治
療
医
（
放
射
線
腫
瘍
医
）

患
者
さ
ん
に
最
適
な
照
射
の
方
法
と
投
与

量
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

●
放
射
線
治
療
看
護
師

看
護
、
お
よ
び
治
療
と
副
作
用
へ
の
対
処

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

●
医
学
物
理
士

放
射
線
腫
瘍
医
と
協
力
し
て
放
射
線
治
療

計
画
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
治
療

に
お
け
る
品
質
管
理
と
安
全
管
理
全
般
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

●
放
射
線
治
療
技
師

治
療
を
準
備
し
、
専
用
の
医
療
機
械
を
操

作
い
た
し
ま
す
。

●
医
療
ク
ラ
ー
ク
・
受
付

毎
日
の
治
療
を
快
適
に
受
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

写真②

こ
れ
か
ら
は
、
粒
子
線
、

陽
子
線
治
療
の
時
代
へ
。

粒
子
線
治
療
・
次
世
代
の

放
射
線
治
療
も
、

私
た
ち
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
世
代
の
放
射
線
治
療
へ
の
進
化
は

確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
体
に
当

て
た
と
き
に
は
そ
れ
ほ
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
出
さ
ず
、
あ
る
一
定
の
深
さ

で
一
気
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て
、

直
後
に
ゼ
ロ
に
な
る
性
質
を
持
っ
た

放
射
線
で
す（
図
①
）。重
粒
子
線
治

療
や
陽
子
線
治
療
が
こ
の
仲
間
で
す
。

正
常
組
織
へ
の
影
響
が
さ
ら
に
軽
減

さ
れ
、
が
ん
細
胞
だ
け
に
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
放
射
線
や
薬
物
治
療
が

効
か
な
い
骨
肉
腫
や
悪
性
黒
色
腫
に

も
有
効
だ
と
い
わ
れ
、
著
名
な
小
説

家
が
進
行
し
た
食
道
が
ん
を
陽
子
線

治
療
で
治
し
た
こ
と
で
、
有
名
に
な

り
ま
し
た
。

次
世
代
の
放
射
線
治
療
の
運
用
、
導

入
が
全
国
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
互

い
の
施
設
が
協
力
し
な
が
ら
、
治
療

を
す
す
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
症
状

に
合
わ
せ
た
最
適
な
治
療
と
施
設
を

ご
案
内
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●全国で運用・導入計画中●大阪重粒子線治療施設計画

T O P I C S 地域医療と バトン

重粒子線：5ヶ所、陽子線治療：10ヶ所

図①



産
科
・
婦
人
科
・

婦
人
科
内
視
鏡
外
科 

診
療
部
長

岡
田
　
英
孝

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

小
児
科
と
連
携
し
た「
総
合
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
」も
当
病
院
の
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。M
F
I
C
U（
母
体
集

中
治
療
）と
N
I
C
U（
新
生
児
集
中
治

療
）を
備
え
た
周
産
期
基
幹
施
設
と
し

て
、府
下
全
域
の
み
な
ら
ず
他
府
県
か

ら
も
妊
産
婦
救
急
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

日
本
で
は
、年
間
1
0
0
万
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
20
％
が
流
産
す
る
危
険
を
抱
え
て
い

ま
す
。母
親
が
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
は
2

万
人
に
1
人
。年
間
50
人
の
母
親
が
日

本
で
も
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。流
産
を

く
り
返
す
母
親
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
、ほ

と
ん
ど
が
12
週
ま
で
の
早
い
時
期
で
す
。

高
齢
出
産
に
よ
る
卵
子
の
質
の
問
題
、

不
妊
治
療
と
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。だ

か
ら
こ
そ
、周
産
期
に
も
総
合
的
な
医

療
の
関
わ
り
と
連
携
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
附
属
枚
方
病
院
の
強
み
は
、三

領
域
が
ち
ゃ
ん
と
機
能
し
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に「
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」と「
総
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蔦　

幸
治（
ツ
タ　

コ
ウ
ジ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴
･
職
歴

平
成
８
年
３
月　

関
西
医
科
大
学　

卒
業

平
成
８
年
４
月　

聖
路
加
国
際
病
院　

内
科
系
研
修
医

平
成
10
年
４
月　

聖
路
加
国
際
病
院　

病
理
診
断
部（
内
地
留
学
）

平
成
10
年
４
月　

関
西
医
科
大
学
大
学
院　

病
理
学
第
二
講
座

平
成
14
年
６
月　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー 

東
病
院 

チ
ー
フ
レ
ジ
デ
ン
ト

平
成
15
年
６
月　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー　

研
究
所　

病
理
部　
　
　

　
　
　
　
　

      

第
二
組
織
病
理
研
究
室　

中
央
病
院
併
任

平
成
17
年
10
月　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院　

病
理
科 

医
員

平
成
20
年
８
月　

M
.D
.A
nderson C

ancer C
enter 

病
理
部

　

   　
　
　
　
　
（M

oran

教
授
）留
学

平
成
21
年
９
月　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院　

復
職

平
成
23
年
４
月　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院 

病
理
科 

医
長

平
成
27
年
４
月　

関
西
医
科
大
学　

病
態
検
査
学
講
座　

主
任
教
授

●
所
属
学
会

日
本
病
理
学
会
、日
本
臨
床
細
胞
学
会
、日
本
臨
床
検
査
医
学
会
、日

本
肺
癌
学
会
、International A

ssociation for the S
tudy 

of Lung C
ancer

●
評
議
員

日
本
病
理
学
会
、日
本
肺
癌
学
会

●
認
定
医・専
門
医

日
本
病
理
学
会
専
門
医
、日
本
臨
床
細
胞
学
会
専
門
医
、日
本
臨
床

検
査
医
学
会　

管
理
医

これからは積極的にお伺いします。コミュニケ－ションを密にして、Win Win な関係を。　岡田　英孝地域医療とつなぐひとこと先進医療をサポートするポジションとして、北河内の病理診断の精度向上に貢献していきます。　蔦　幸治地域医療とつなぐひとこと

産
婦
人
科
の
中
に
は
大
き
く
３
つ
の
分

野
が
あ
り
ま
す
。婦
人
科
腫
瘍
、周
産
期

（
産
科
）、不
妊
を
扱
う
生
殖
医
療
で
す
。

附
属
枚
方
病
院
に
は
こ
の
三
領
域
す
べ

て
に
指
導
医
が
い
て
、女
性
診
療
科
と

し
て
思
春
期
以
降
の
女
性
の
内
・
外
性

器
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
治
療

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

婦
人
科
腫
瘍（
子
宮
筋
腫
、子
宮
が
ん
、

卵
巣
嚢
腫
、卵
巣
が
ん
な
ど
）で
は
、で

き
る
だ
け
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
を

軽
減
し
、短
期
入
院
で
有
効
な
治
療
が

で
き
る
よ
う
、努
力
し
て
い
ま
す
。

産
科
で
は
合
併
症
や
胎
児
疾
患
が
疑
わ

れ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
な
妊
娠
だ
け
で
は
な

く
、正
常
な
出
産
も
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。大
量
出
血
な
ど
の
リ
ス
ク
が
出
産

に
は
常
に
あ
る
か
ら
で
す
。

私
の
専
門
は
不
妊
治
療
で
す
。

2
0
0
8
年
に
泌
尿
器
科
と
連
携
し
た

「
生
殖
医
療
セ
ン
タ
ー
」を
つ
く
リ
、体

外
受
精
を
含
む
先
進
医
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。こ
こ
ま
で
充
実
し
た
産
婦
人
科

を
持
つ
大
学
病
院
は
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

婦
人
科
領
域
の
疾
患
で
は
手
術
治
療
や

薬
物
治
療（
が
ん
化
学
療
法
）を
、そ
し

て
放
射
線
科
と
共
同
し
て
放
射
線
治
療

も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、良
性
腫
瘍
に

つ
い
て
は
安
全
性
を
優
先
し
な
が
ら
も

内
視
鏡
手
術（
腹
腔
鏡
、子
宮
鏡
）も
可

能
な
限
り
取
り
入
れ
て
、患
者
さ
ん
の

身
体
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
で
き
る

合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」も
持

ち
、妊
娠
と
出
産
の
管
理
、体
外
受
精
な

ど
の
先
進
医
療
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。集
学
的
な
医
療
が
可
能
な
大
学
病

院
と
し
て
、多
く
の
症
例
、実
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。手
術
や
が
ん
化
学
療
法

で
は
、ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
も
導
入
し
、治

療
の
標
準
化
、医
療
の
質
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。治
療
に
際
し
て
は
、個
別

化
し
た
最
適
な
治
療
法
を
患
者
さ
ん
自

身
が
選
択
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
医

療
の
質
向
上
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
田　

英
孝　
（
オ
カ
ダ　

ヒ
デ
タ
カ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

平
成
5
年　

関
西
医
科
大
学　

卒
業

●
職
歴

平
成
5
年　
関
西
医
科
大
学
産
科
学
婦
人
科
学
教
室
に
入
局

平
成
7
年　

同
大
学
助
手

平
成
13
年　

I
V
F
大
阪
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
長

平
成
15
年　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・プ
リ
ン
ス
ヘ
ン
リ
―
医
学

　
　
　
　
　

研
究
所
に
留
学

平
成
17
年　

兵
庫
医
科
大
学
臨
床
遺
伝
部
非
常
勤
講
師

平
成
17
年　

関
西
医
科
大
学
講
師

平
成
25
年　

同
大
学
准
教
授

平
成
27
年　

4
月
1
日
付
で
関
西
医
科
大
学
産
科
学
婦

　
　
　
　
　

人
科
学
講
座
主
任
教
授
に
就
任

●
所
属
学
会
等
役
職

日
本
産
科
婦
人
科
学
会（
産
婦
人
科
専
門
医
）

日
本
生
殖
医
学
会（
生
殖
医
療
専
門
医・代
議
員
）

日
本
受
精
着
床
学
会（
幹
事・評
議
員
）

人
類
遺
伝
学
会（
臨
床
遺
伝
専
門
医
）等

３
つ
の
分
野
、

す
べ
て
に
先
進
医
療
。

産
科
・
婦
人
科
・
婦
人
科
内
視
鏡
外
科 

診
療
部
長 

就
任

4
月
1
日

大
学
病
院
だ
か
ら
で
き
る

医
療
の
連
携
。

附
属
枚
方
病
院
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
。

流
産
の
リ
ス
ク
は

日
本
で
20
％
。

KAN SA I  M ED I CA L  UN I V E R S I T Y
H I R A K A T A  H O S P I T A L附 属 枚 方 病 院

臨
床
検
査
医
学
科
診
療
部
長 

着
任

4
月
16
日

臨
床
検
査
医
学
科

診
療
部
長

蔦
　
幸
治

私
は
関
西
医
科
大
学
出
身
で
郷
里
も
大
阪
で

す
が
、医
師
と
し
て
多
く
の
時
間
を
過
ご
し

た
の
は
東
京
の
築
地
に
あ
る
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
で
、専
門
は
肺
･
縦
隔

腫
瘍
の
病
理
診
断
で
す
。私
た
ち
が
見
つ
け

た
肺
腺
が
ん
で
R
E
T
と
い
う
遺
伝
子
の
転

座
が
あ
る
の
で
す
が
、0.7
％
の
頻
度
し
か
な

い
ま
れ
な
遺
伝
子
異
常
で
す
。し
か
し
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
は
、そ
れ
が
原
因
で
が
ん
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。ま
た
研
究
レ
ベ
ル
で

す
が
こ
の
遺
伝
子
異
常
に
よ
り
活
性
化
し
た

受
容
体
を
分
子
標
的
薬
で
阻
害
す
る
こ
と

で
、腫
瘍
の
増
殖
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
め
効
率
よ
く
こ

れ
ら
の
遺
伝
子
異
常
を
同
定
す
る
手
法
の
開

発
が
必
須
で
、遺
伝
子
診
断
と
病
理
診
断
の

橋
渡
し
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
在
R
E
T
遺
伝
子
異
常
の
肺
が
ん
臨
床
治

験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
診
断
薬
の

一
部
は
私
た
ち
が
開
発
に
携
わ
っ
た
も
の
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今
ま
で
は
遺
伝
子
検

査
と
い
う
と
臨
床
検
査
学
部
門
が
主
と
し
て

行
う
施
設
が
多
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
病
理
部
門
で
も
遺
伝
子
検
査
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
治
療
の
精
度
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

私
が
関
西
医
科
大
学
で
任
さ
れ
た
病
態
検
査

学
講
座
も
、遺
伝
子
診
断
と
病
理
診
断
の
橋

渡
し
的
な
こ
と
を
行
え
る
理
想
の
環
境
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
の
講
座
で
は
病
態
検
査
学
講
座
の
主
任

教
授
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。本
講
座

は
附
属
枚
方
病
院
で
は
臨
床
検
査
医
学
科
と

病
理
診
断
科
を
統
括
し
て
お
り
、私
は
臨
床

検
査
医
学
科
の
診
療
部
長
を
担
当
し
、病
理

診
断
科
は
植
村
芳
子
診
療
教
授
が
診
療
部
長

と
し
て
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

臨
床
検
査
は
、検
体
検
査
と
生
理
機
能
検
査

の
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

検
体
検
査
は
、

尿
、血
液
、痰
な
ど
を
検
査
す
る
部
門
で
、生

理
機
能
検
査
は
、心
臓
エ
コ
ー
検
査
や
脳
波

検
査
な
ど
の
画
像
検
査
を
行
う
部
門
で
す
。

客
観
的
に
病
気
を
診
断
す
る
に
は
、患
者
さ

ん
の
体
や
症
状
の
サ
イ
ン
の
確
認
と
迅
速
で

精
度
の
高
い
検
査
結
果
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

逆
に
言
う
と
、臨
床
検
査
医
学
科
は
、ど
の
よ

う
な
治
療
を
行
う
か
を
決
定
す
る
た
め
の
最

も
重
要
な
情
報
を
診
療
担
当
医
に
提
供
す
る

た
め
の
科
で
す
。

私
の
専
門
は
病
理
診
断
分
野
で
す
。病
理
診

断
は
採
取
し
た
検
体
の
診
断
を
行
い
ま
す

が
、と
く
に
良
性
か
悪
性
か
を
見
極
め
る
こ

と
が
私
た
ち
の
仕
事
の
多
く
を
占
め
て
い
ま

し
た
。最
近
は
良
悪
の
判
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ど
ん
な
治
療
を
行
う
べ
き
か
と
い
う
情
報
を

提
供
す
る
の
も
、私
た
ち
の
仕
事
で
す
。ま

た
、術
中
迅
速
病
理
診
断
は
、今
ま
で
は
断
端

の
評
価
や
リ
ン
パ
節
転
移
の
有
無
を
検
討
す

る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
し
た
が
、昨
今
は
縮

小
手
術
を
行
え
る
か
否
か
な
ど
、よ
り
踏
み

込
ん
だ
診
断
を
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

病
理
と
い
う
と
顕
微
鏡
を
覗
く
の
が
仕
事
と

考
え
ら
れ
、ま
た
そ
の
分
野
が
好
き
で
進
ん

だ
の
で
す
が
、正
確
な
診
断
を
す
る
だ
け
で

は
な
く
、管
制
塔
の
よ
う
に
手
術
に
関
与
し

た
り
、治
療
に
直
結
す
る
診
断
を
行
う
機
会

が
増
え
て
、今
ま
で
以
上
に
醍
醐
味
を
感
じ

ら
れ
る
科
で
も
あ
り
ま
す
。

先
進
医
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と

し
て
、
北
河
内
の
病
理
診
断
の
精
度
向
上
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
検
査
の
た
め
の
新
し

い
機
器
の
導
入
も
大
切
で
す
が
、
最
新
の
知

識
が
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
こ
と
を
実
感

す
る
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。

診
療
担
当
医
の
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
で
、
各
臨
床
科
と
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
知
の
治
療
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
遺
伝
子

情
報
を
見
つ
け
る
体
制
を
整
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
新
た
な
治
療
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
遺

伝
子
異
常
の
同
定
な
ど
、
世
界
に
発
信
で
き

る
臨
床
検
査
医
学
科
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
検
査
医
学
科
と
は
？

が
ん
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
く
、

治
療
方
針
決
定
に
関
与
す
る

部
門
へ
。

遺
伝
子
検
査
と
病
理
検
査
の

橋
渡
し
的
な
役
割
を
。

世
界
に
発
信
す
る

臨
床
検
査
医
学
科
へ
。

じ
ゅ
う
か
く



麻
酔
科
（
心
臓
血
管
麻
酔
担
当
）

診
療
教
授

中
嶋
　
康
文

呼
吸
器
外
科
診
療
教
授

村
川
　
知
弘

私
の
専
門
は
心
臓
血
管
麻
酔
で
す
。他

の
麻
酔
と
の
違
い
は
心
臓
の
動
き
を
人

工
心
肺
に
切
り
替
え
る
こ
と
。い
っ
た

ん
心
臓
を
止
め
、手
術
後
に
人
工
心
肺

か
ら
離
脱
す
る
と
き
、心
臓
を
立
ち
上

げ
、血
圧
、心
拍
数
、輸
液
、輸
血
の
管
理

を
行
う
の
が
麻
酔
医
の
仕
事
で
す
。も

う
１
つ
他
の
麻
酔
と
の
違
い
は
、手
術

中
に
経
食
道
心
エ
コ
ー
を
使
っ
た
診
断

を
麻
酔
医
が
行
う
こ
と
で
す
。循
環
器

内
科
医
が
行
っ
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま

す
が
、経
食
道
心
エ
コ
ー
認
定
試
験
を

麻
酔
科
医
が
始
め
て
、急
速
に
麻
酔
科

医
に
広
ま
り
ま
し
た
。食
道
は
心
臓
の

背
中
側
を
通
っ
て
い
る
の
で
、心
臓
を

裏
か
ら
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。骨
を

通
さ
ず
に
ク
リ
ア
に
映
し
出
せ
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
は
寝
て
い
る
状
態
な
の
で
、

胃
カ
メ
ラ
を
通
す
ほ
ど
の
負
担
も
あ
り

ま
せ
ん
。心
臓
血
管
麻
酔
医
と
い
う
専

門
医
資
格
が
必
要
な
の
は
こ
の
手
順
の

知
識
と
技
術
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、患
者
さ

ん
に
接
す
る
と
き
、「
こ
の
人
が
母
だ
っ

た
ら
、父
だ
っ
た
ら
」そ
ん
な
思
い
を
大
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村
川
　
知
弘
（
カ
ワ
ム
ラ
　
ト
モ
ヒ
ロ
）   

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

平
成
4
年
　
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
　
卒
業

平
成
14
年
　
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
外
科
学
専
攻

　
　
　
　
　
修
了

●
職
歴

平
成
4
年
　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
外
科
研
修
医

平
成
14
年
　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

呼
吸
器
外
科
助
手

平
成
22
年
　
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

呼
吸
器
外
科
講
師

平
成
27
年
　
関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院
　

　
　
　
　
　
呼
吸
器
外
科
診
療
教
授

●
主
な
資
格

外
科
専
門
医

呼
吸
器
外
科
専
門
医

●
所
属
団
体

日
本
外
科
学
会

日
本
胸
部
外
科
学
会

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会

International A
ssociation for the S

tudy of 
Lung C

ancer 
S
ociety of Thoracic S

urgeons

（
米
国
）

●
専
門
・
実
績

呼
吸
器
外
科
専
門
医
で
す
。
前
任
の
齊
藤
幸
人
教
授
の

定
年
退
官
の
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
27
年
4
月
1
日

付
け
で
関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院
へ
診
療
教
授
と

し
て
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
呼
吸
器
外
科
医
の
担
当
す

る
領
域
は
心
臓
・
食
道
を
除
く
胸
郭
内
臓
器
の
手
術
で

あ
り
、
特
に
肺
癌
手
術
の
担
当
が
重
要
な
役
割
と
な
り

ま
す
。
私
は
現
代
の
呼
吸
器
外
科
専
門
医
と
し
て
、
完

全
鏡
視
下
手
術
の
よ
う
な
低
侵
襲
手
術
か
ら
拡
大
手
術

ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
約
1
2
0
万
人
の

人
口
を
抱
え
る
北
河
内
医
療
圏
の
呼
吸
器
外
科
診
療
の

一
助
と
な
る
べ
く
尽
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「術後の負担が何もない」そんな患者さんの声を開業医の先生に届けたい。　中嶋　康文地域医療とつなぐひとこと

麻
酔
科
は
、中
央
診
療
部
門
と
し
て
病

院
機
能
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
麻
酔
科
医
が
行
っ

て
い
る
業
務
内
容
に
関
し
て
は
年
々
特

化
さ
れ
、や
や
も
す
る
と
横
の
つ
な
が

り
が
軽
薄
に
な
り
が
ち
に
な
る
た
め
、

今
日
ま
で
各
科
や
コ
メ
デ
デ
ィ
カ
ル
の

方
達
と
の
連
携
を
意
識
し
た「
質
の
高

い
臨
床
麻
酔
」を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

手
術
麻
酔
に
関
す
る
教
育
・
研
修
制
度

を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
、専
門
領
域
の
心
臓
血
管
麻
酔

医
と
し
て
診
療
教
授
の
公
募
が
あ
り
、関

西
で
心
臓
血
管
麻
酔
専
門
医
を
育
成
し

た
い
と
い
う
思
い
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
、若
い
麻
酔
科
医
の
ほ
ぼ
半

数
は
女
性
で
す
。小
児
科
、産
婦
人
科
、

救
命
救
急
科
と
と
も
に
夜
の
呼
び
出
し

が
多
く
負
担
が
大
き
い
分
野
で
す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、麻
酔
科
は
主
治
医
制

で
は
な
い
の
で
、育
児
の
負
担
の
多
い

女
性
に
も
選
択
し
て
い
た
だ
き
や
す
い

科
で
す
。主
治
医
制
で
は
無
い
と
い
う

こ
と
は
、引
き
継
ぎ
が
可
能
と
い
う
こ

と
で
す
。反
面
、男
性
医
師
や
独
身
の
女

性
医
師
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、仕
事
の
オ
ン
オ
フ
の
明
確
化
、看

護
師
、薬
剤
師
、理
学
療
法
士
、歯
科
衛

生
士
等
を
含
め
た
周
術
期
管
理
チ
ー
ム

の
構
築
で
、手
術
麻
酔
の
安
全
性
を
維

持
し
な
が
ら
、麻
酔
科
医
の
負
担
を
減

ら
す
気
運
が
全
国
的
に
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。 

切
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
た

ち
は「
い
の
ち
」を
預
か
っ
て
い
ま
す
。直

接
お
話
し
す
る
機
会
が
少
な
い
麻
酔
医

だ
か
ら
こ
そ
、最
善
の
治
療
が
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
、術
後
も
痛
み
が
な
い

か
ど
う
か
、で
き
る
だ
け
早
く
日
常
生

活
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
、家
族
に
置
き

換
え
て
患
者
さ
ん
と
対
峙
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

中
嶋
　
康
文
（
ナ
カ
ジ
マ
　
ヤ
ス
フ
ミ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

平
成
4
年
3
月
　
京
都
府
立
医
科
大
学
　
卒
業

平
成
10
年
3
月
　
京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
　
修
了

平
成
11
年
2
月
　
医
学
博
士

●
職
歴

平
成
12
年
4
月
　
京
都
府
立
医
科
大
学
助
教
　

平
成
13
年
9
月
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
大
学

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

平
成
14
年
4
月
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ス
ク
リ
プ
ス
研
究
所
　

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

平
成
19
年
4
月
　
京
都
府
立
医
科
大
学
学
内
講
師

平
成
25
年
4
月
　
京
都
府
立
医
科
大
学
講
師

平
成
27
年
1
月
　
関
西
医
科
大
学
診
療
教
授

●
主
な
所
属
団
体

日
本
麻
酔
科
学
会
（
循
環
器
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
、

指
導
医
、
専
門
医
）

日
本
心
臓
血
管
麻
酔
学
会
（
理
事
、
止
血
凝
固
部
門
委
員
、

専
門
医
試
験
問
題
委
員
、
正
式
専
門
医
）

JB
P
O
T

（
試
験
問
題
委
員
、
日
本
周
術
期
経
食
道
心
エ
コ
ー

認
定
医
）

日
本
集
中
治
療
医
学
会
（
専
門
医
）

A
m
erican S

ociety of A
nesthesiologists

麻
酔
科
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
。

東
京
と
大
阪
の

医
療
環
境
の
違
い
。

麻
酔
科
（
心
臓
血
管
麻
酔
担
当
）

診
療
教
授 

着
任

1
月
1
日

で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
医
療
の
こ
と

で
す
。私
は
開
胸
手
術
と
と
も
に
内
視

鏡
を
使
っ
た
手
術
も
や
る
の
で
、そ
こ

を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な
く
、回

復
も
早
く
な
り
ま
す
。

肺
が
ん
は
母
集
団
か
ら
見
る
と
進
行
肺

が
ん
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。現
状
で
は
、ほ
と
ん
ど
の
肺
が
ん
は

集
学
的
治
療
と
い
う
、放
射
線
療
法
、化

学
療
法
、そ
し
て
私
た
ち
の
外
科
療
法

を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。い
ろ
ん
な
専
門
医
が
関
わ
ら
な

い
と
治
療
は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

も
と
も
と
肺
気
腫
や
間
質
性
肺
炎
と

い
っ
た
呼
吸
器
が
弱
っ
て
い
る
人
が
が

ん
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
問
題

で
す
。低
侵
襲
で
の
手
術
は
治
療
選
択

の
縦
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
役

立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

完
全
鏡
視
下
手
術
は
3
〜
4
個
の
数
セ

ン
チ
メ
ー
タ
ー
の
創
か
ら
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
出
さ
れ
る
映
像
を
見
な
が
ら
行
う

内
視
鏡
手
術
で
あ
り
、肺
が
ん
に
対
す

る
肺
葉
切
除
・
リ
ン
パ
節
郭
清
に
も
応

用
さ
れ
て
い
ま
す
。悪
性
腫
瘍
に
対
す

る
完
全
鏡
視
下
手
術
は
、根
治
性
を
維

こ
れ
ま
で
は
東
大
病
院
の
呼
吸
器
外
科

で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。肺
が

ん
の
手
術
を
中
心
に
、縦
隔
腫
瘍
、胸
腺

腫
等
が
得
意
な
分
野
で
す
。「
必
要
と
さ

れ
れ
ば
、ど
こ
へ
で
も
行
く
」と
い
う
思

い
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、東
大
病
院
に

長
く
い
た
の
は
、母
校
へ
の
愛
着
と
い

う
よ
り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、身
に

つ
け
た
い
こ
と
、求
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。も
と

も
と
は
広
島
生
ま
れ
、山
口
育
ち
な
の

で
、箱
根
を
超
え
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

高
い
ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。た
だ
関
西
は
初
め
て
で
す
。予
想
は

し
て
い
た
の
で
す
が
、1
2
0
万
人
と

い
う
人
口
を
抱
え
る
北
河
内
と
い
う
医

療
圏
で
呼
吸
器
外
科
専
門
医
が
約
5
人

と
い
う
の
は
、や
は
り
ま
だ
ま
だ
少
な

い
と
思
い
ま
す
。東
大
病
院
は
区
中
央

部
と
い
う
医
療
圏
に
あ
り
、そ
の
医
療

圏
内
に
約
50
人
の
呼
吸
器
外
科
専
門
医

が
い
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
、

ま
ず
標
準
的
な
治
療
を
と
に
か
く
や
っ

て
い
く
。そ
れ
を
ひ
た
す
ら
こ
な
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
の
症
例
は
東
大
病
院
と
比

べ
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。あ
え
て
言
え
ば
、こ
こ
し
ば
ら
く
担

当
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
肺
が
ん
は
進

行
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
低
侵
襲
化
」と
い
う
言
葉
が
今
、キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。手
術
・
検
査

な
ど
に
伴
う
痛
み
、発
熱
・
出
血
な
ど
を

持
し
つ
つ
、か
つ
痛
み
が
少
な
く
術
後

の
回
復
が
早
い
た
め
、関
西
医
科
大
学

附
属
枚
方
病
院
で
も
こ
れ
ま
で
同
様
に

積
極
的
に
完
全
鏡
視
下
手
術
を
取
り
い

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。完
全
鏡

視
下
手
術
に
限
ら
ず
、世
界
の
医
療
か

ら
得
ら
れ
た
最
新
の
知
見
を
、地
域
医

療
へ
還
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
診
療
教
授 

着
任

４
月
１
日

女
性
の
多
い
診
療
科
と
し
て
、

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

心
臓
血
管
麻
酔
と
い
う

専
門
領
域
。

「
低
侵
襲
化
」
が

ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

も
し
も
患
者
さ
ん
が
、

家
族
だ
っ
た
ら
。

完
全
鏡
視
下

手
術
に
つ
い
て

ど
の
治
療
方
法
を

選
択
す
る
か
。

診断に迷ったら、私たちを上手に使ってください。がんの目利きたちが揃っています。　村川　知弘地域医療とつなぐひとこと0 6
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麻
酔
科
（
区
域
麻
酔
担
当
）

診
療
教
授

中
本
　
達
夫

「
こ
れ
だ
！
」と
確
信
し
ま
し
た
。と
い

う
の
も
、肩
の
手
術
は
術
後
の
痛
み
を

取
る
の
が
難
し
く
、な
ん
と
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
手
術
で
し
た
。そ
の
や

り
方
は
微
弱
電
流
を
流
す
こ
と
で
、針

先
が
神
経
に
近
づ
く
と
筋
肉
が
収
縮
し
、

位
置
を
確
認
で
き
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。肝
臓
移
植
よ
り
も
、そ
の
麻
酔
技
術

を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
収
穫
で
し

た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
出
会
い
か
ら
数

年
で
、神
経
を
超
音
波
で
映
し
出
す
技

術
が
開
発
さ
れ
、内
科
医
の
先
生
が

使
っ
て
い
た
超
音
波
エ
コ
ー
を
今
は
麻

酔
科
や
整
形
外
科
の
先
生
が
使
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。神
経
の
位
置
を
確
認

し
な
が
ら
、針
を
使
っ
て
薬
液
を
決
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
流
し
込
む
と
い
う
手
法
が

次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
は

こ
の
技
術
で
先
端
を
走
っ
て
い
ま
す
。

局
所
麻
酔
薬
は
血
管
に
間
違
っ
て
は
い

る
と
、痙
攣
を
起
こ
し
た
り
、と
て
も
危

険
な
た
め
、よ
り
こ
の
手
技
が
重
要
な

の
で
す
。

超
音
波
を
使
い
な
が
ら
、神
経
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
手
技
を
学
ぶ
場
は
日
本
で
は
ま

だ
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。基
礎
的
な

こ
と
か
ら
臨
床
と
そ
の
応
用
ま
で
の
縦
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患者さんの痛みを和らげることを通じて、開業医の先生にも喜んでいただけるように貢献していきたいと思っています。　中本　達夫地域医療とつなぐひとこと

以
前
は
局
所
麻
酔
と
い
っ
て
い
ま
し
た

が
、最
近
は「
区
域
麻
酔
」と
呼
ぶ
こ
と

が
多
く
、技
術
的
に
も
大
き
く
進
化
し

て
き
ま
し
た
。

と
く
に
日
本
の
麻
酔
技
術
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。私
が
麻
酔
科
医
に

な
っ
た
頃
は
、局
所
麻
酔
に
は
経
験
と

勘
が
必
要
で
し
た
。先
生
が
や
る
と

し
っ
か
り
効
く
の
に
、私
が
や
る
と
う

ま
く
い
か
な
い
。そ
ん
な
職
人
的
、感
覚

的
な
技
だ
っ
た
の
で
す
。大
き
く
変
わ
っ

た
の
は
、こ
こ
十
数
年
の
こ
と
で
す
。呼

び
名
が
変
わ
っ
た
の
も
、、こ
う
し
た
技

術
的
な
進
歩
が
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。必
要
な
箇
所
を
区
域
麻

酔
す
れ
ば
、全
身
麻
酔
が
必
要
な
い
レ

ベ
ル
に
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。つ
ま
り
、意
識
を
保
ち
つ
つ
、手

術
が
可
能
な
の
で
す
。た
だ
手
術
中
は

患
者
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を

与
え
ま
す
。医
師
の
会
話
や
器
具
の
す

れ
る
音
に
敏
感
に
な
っ
た
り
、見
え
る

こ
と
で
不
安
や
恐
怖
心
が
増
幅
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ス
ト
レ

ス
を
取
り
除
く
た
め
に
全
身
麻
酔
や
鎮

静
を
併
用
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
す
。

も
ち
ろ
ん
心
臓
血
管
外
科
の
よ
う
な
全

身
麻
酔
で
し
か
で
き
な
い
手
術
も
あ
り

ま
す
。

肝
臓
移
植
の
勉
強
で
15
年
前
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
た
ま
た
ま
、肩
の
手
術
後
に
も

か
か
わ
ら
ず
ニ
コ
ニ
コ
し
て
帰
る
患
者

さ
ん
を
見
ま
し
た
。当
時
は
現
地
で
も

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

た
麻
酔
法
と
偶
然
に
遭
遇
し
た
の
で
す
。

断
的
な
体
系
化
が
こ
の
区
域
麻
酔
に
つ

い
て
は
必
要
な
の
で
す
。個
人
的
に
は

研
究
会
を
つ
く
っ
た
り
、学
会
を
通
じ

て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
き
た
の
で
す
が
、

ま
だ
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
こ
に

赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、区
域

麻
酔
と
い
う
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
手
技
を

体
系
化
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。ま
た
、術
後
の
痛
み

と
同
様
に
慢
性
痛
を
治
し
た
い
と
い
う

の
も
私
の
テ
ー
マ
で
す
。神
経
ブ
ロ
ッ
ク

は
一
部
に
は
有
効
で
す
が
、術
後
の
よ

う
に
は
う
ま
く
痛
み
が
消
え
ま
せ
ん
。

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
仕
事
も
し
て
い

た
の
で
、他
科
の
先
生
と
協
力
し
、薬
物

療
法
を
併
用
し
な
が
ら
、慢
性
化
し
た

痛
み
を
消
す
方
法
を
探
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
本　

達
夫
（
ナ
カ
モ
ト　

タ
ツ
オ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

平
成
4
年
3
月　

大
阪
市
立
大
学
医
学
部　

卒
業

平
成
8
年
3
月　

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
外
科
系

　
　
　
　
　
　

  

専
攻
卒
業
、
医
学
博
士
の
学
位
を
戴
く

●
職
歴

平
成
12
年
11
月　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

メ
ル
ボ
ル
ンAustin and 

　
　
　
　
　
　
　

Repatriation M
edical

へ
留
学

平
成
18
年
4
月　

大
阪
市
立
住
吉
市
民
病
院 

麻
酔
科 

副
部
長

平
成
23
年
4
月　

大
阪
労
災
病
院 

麻
酔
科 

第
三
部
長

平
成
25
年
4
月　
大
阪
労
災
病
院 

麻
酔
科 

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
科
部
長

平
成
27
年
4
月
よ
り
現
職

●
所
属
学
会
等
役
職

日
本
麻
酔
科
学
会 (

指
導
医
、
専
門
医
、
ペ
イ
ン
・
局
所
麻
酔

W
G

メ
ン
バ
ー)

日
本
臨
床
麻
酔
学
会 (

超
音
波
ガ
イ
ド
下
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
認
定
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

日
本
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
会 (

専
門
医)

日
本
区
域
麻
酔
学
会 (

評
議
員)

日
本
心
療
内
科
学
会 (

登
録
医)

日
本
緩
和
医
療
学
会 

等

「
区
域
麻
酔
」
っ
て
、

ご
存
知
で
す
か
？ 

附
属
滝
井
病
院
　
病
院
長 

岩
坂
　
壽
二 

麻
酔
科
（
区
域
麻
酔
担
当
）

診
療
教
授 

着
任

4
月
1
日

本
年
4
月
か
ら
大
阪
府
が
ん
診
療
拠
点

病
院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

呼
吸
器
外
科
を
新
設
し
、
増
加
し
て
い

る
肺
が
ん
の
外
科
的
治
療
を
来
春
か
ら

本
格
的
に
再
開
し
ま
す
。

ま
た
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー

で
は
救
急
医
療
の
前
進
、
不
整
脈
に
対

す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
再
開
を

課
題
と
し
て
い
ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、
第
一
次
改
修
工
事
を
開
始

し
、
セ
ン
タ
ー
40
床
の
内
I
C
U
8
床

を
14
床
に
増

床
。
今
年
8

月
か
ら
運
用

を
開
始
し
ま

す
。
よ
り
重

度
の
患
者
さ

ん
の
受
入
体

制
を
強
化

し
て
い
き
ま

す
。

 

新
し
い
病
室
は
す
べ
て
4
床
室
に
し
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
守
れ
る
ゆ
っ
た
り
し

た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

昨
年
4
月
に
本
館
新
設
工
事
に
着
工
し
、

来
年
、平
成
28
年
5
月
に
本
館
が
オ
ー
プ

ン
。そ
の
後
、北
館
、南
館
の
改
修
工
事
な

ど
を
経
て
、平
成
29
年
秋
に
は
ホ
ス
ピ
タ

ル
ガ
ー
デ
ン（
リ
ハ
ビ
リ
パ
ー
ク
）も
完
成

し
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

乳
が
ん
治
療
と
同
時
に
乳
房
再
建
を
行

う
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
9
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
、
患
者
さ
ん
か
ら
と
て

も
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
安
心
・
安

全
な
治
療
を
誇
る
結
石
治
療
セ
ン
タ
ー

は
一
昨
年
か
ら
診
療
を
開
始
。
北
河
内

の
医
療
圏
に
不
足
し
て
い
た
血
液
腫
瘍

内
科
が
、
２
室
の
無
菌
室
を
完
備
し
て

昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
開
設
と
同
時
に
多
く
の
患
者
さ
ん

を
治
療
し
、
十
分
に
地
域
の
期
待
に
応

え
ら
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
院
外
処
方
を
院
内
処
方
に

切
り
替
え
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
負
担
額

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
、

い
ち
ば
ん
の
ね
ら
い
で
す
。
課
題
と
な

る
待
ち
時
間
は
30
分
以
内
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
治
会
と

も
緊
密
な
関
係
を
築
く
た
め
、
医
師
・

看
護
師
に
よ
る
ミ
ニ
市
民
公
開
講
座
を

進
め
て
い
ま
す
。
少
人
数
で
も
小
回
り

の
き
く
サ
ー
ビ
ス
で
、
回
数
を
重
ね
て

健
康
志
向
の
街
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

１５
年
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

出
会
っ
た
最
新
の
麻
酔
法
。

私
の
テ
ー
マ
は
こ
の
手
技
を

体
系
化
す
る
こ
と
。

超
音
波
エ
コ
ー
を
使
っ
た

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
麻
酔
。

新
病
院
に
向
け
て

診
療
体
制
・
機
能
を
強
化
！

患
者
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
。

春
か
ら
の

医
療
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

目
白
押
し
！

今年、附属滝井病院はがん拠点病院に指定されました。
これまで以上に地域の先生との連携を密にして患者さんをいのちを守っていきたいと思います。岩坂　壽二

地域医療とつなぐひとこと0 8

KAN SA I  M ED I CA L  UN I V E R S I T Y
H I R A K A T A  H O S P I T A L附 属 枚 方 病 院

附
属
滝
井
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ご
報
告

2
年
後
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け

順
調
に
工
事
進
行
中
！

附
属
滝
井
病
院

●ホスピタルガーデン完成予定図

KAN SA I  M ED I CA L  UN I V E R S I T Y
T A K I I  H O S P I T A L附 属 滝 井 病 院

桜並木、ツツジに迎えられながら、
５メートル間隔の遊歩道を持つリハビリパークを備える予定です。

岩
坂　

壽
二　
（
イ
ワ
サ
カ　

ト
シ
ジ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
学
歴

昭
和
４４
年
３
月　

関
西
医
科
大
学　

卒
業

昭
和
５２
年
１０
月　

医
学
博
士（
関
西
医
科
大
学
）の
学
位
を
授
く

●
職
歴

昭
和
６２
年
９
月　

米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州 Lahey C

linic 

　
　
　
　
　
　
　

M
edical 　

C
enter S

ection of 　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

C
adiology

へ
留
学

平
成
４
年
５
月　

関
西
医
科
大
学　

心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　

副
セ
ン
タ
ー
長

平
成
７
年
５
月　

関
西
医
科
大
学　

内
科
学
第
二
講
座
教
授

平
成
２２
年
４
月　

関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院　

病
院
長
就
任

平
成
２４
年
４
月　

学
校
法
人
関
西
医
科
大
学　

常
務
理
事
就
任

●
所
属
学
会
等
役
職

日
本
内
科
学
会（
評
議
員
、認
定
医
）

日
本
循
環
器
学
会（
評
議
員
、専
門
医
）

日
本
集
中
治
療
医
学
会（
監
事
、専
門
医
）

日
本
心
臓
病
学
会（
評
議
員
）

日
本
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会（
理
事
、評
議
員
）等

●木下利彦建築担当理事とともに。
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三方良しの関係を築けるよう、一生懸命、尽力してまいります。　徳原　克治地域医療とつなぐひとこと地域の先生方との連携なしには、血液のがんは救えません。気軽にご紹介してください。　石井　一慶

が
ん
治
療
・
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　

副
セ
ン
タ
ー
長

地
域
医
療
連
携
部
　
副
部
長

徳
原
　
克
治

な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、ご
紹
介
い
た

だ
い
た
地
域
医
療
機
関
の
先
生
と
の
繋

が
り
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、ご
紹
介
い
た
だ
い
た
が

ん
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
術
後
フ
ォ
ロ
ー

を
地
域
医
療
機
関
の
先
生
と
附
属
滝
井

病
院
と
が
共
同
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
大
腸
が
ん
の
術
後
は「
大

腸
が
ん
術
後
連
携
パ
ス
」を
用
い
て
経

過
観
察
し
て
い
き
ま
す
。た
と
え
ば
ス

テ
ー
ジ
1
と
2
の
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、

術
後
１
ヵ
月
目
と
２
ヵ
月
目
は
地
域
の

先
生
に
フ
ォ
ロ
ー
い
た
だ
き
、附
属
滝
井

病
院
で
は
３
ヵ
月
目
に
１
回
目
の
経
過

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。そ
れ
以
降
も
交

代
で
、地
域
の
先
生
と
連
絡
を
取
り
な

が
ら
経
過
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、患
者
さ
ん
の
医
療
デ
ー
タ

を
地
域
の
先
生
と
共
有
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、

「
術
後
連
携
パ
ス
」導
入
に
よ
り
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
、よ
り
安
心
な
ケ
ア
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
ま

で
は
十
分
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
体
制

で
す
が
、が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

附
属
滝
井
病
院
は
が
ん
治
療
に
つ
い
て
多

く
の
実
績
を
持
つ
病
院
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
は

受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
に
多
い
と

い
わ
れ
る
５
つ
の
が
ん（
肺
が
ん
、胃
が
ん
、

肝
が
ん
、大
腸
が
ん
、乳
が
ん
）す
べ
て
に
指

定
の
要
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
り
、審
査

の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、よ
う
や

く
今
年
度
よ
り
指
定
要
件
を
充
た
す
医
療

施
設
と
し
て
認
可
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
開
業
医
の
先
生
た

ち
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、が
ん
治
療

の
成
績
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
附
属
滝
井
病
院
に
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
が
ん
患
者
さ
ん
は
、術
後

も
引
き
続
き
附
属
滝
井
病
院
で
経
過
観

察
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。た
と
え
ば
私
が
担
当
し

た
大
腸
が
ん
治
療
の
後
、術
後
５
年
間

は
附
属
病
院
で
経
過
観
察
を
行
う
の
で

す
が
、高
血
圧
な
ど
の
大
腸
が
ん
以
外

の
疾
患
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
は
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、専
門
性
の
高
い
治
療
が
受
け
ら
れ

地
域
の
先
生
方
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
深

い
連
携
構
築
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。そ
し
て
医
療
連
携
を
通
じ
て
患

者
さ
ん
、地
域
医
療
機
関
、附
属
滝
井
病

院
が
三
者
と
も
受
益
で
き
る
関
係
、い

わ
ば「
三
方
良
し
」の
関
係
を
築
け
る
よ

う
、微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２
人
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
い
う
考
え
方
。

三
方
良
し
と
い
う　

関
係
づ
く
り
。

KAN SA I  M ED I CA L  UN I V E R S I T Y
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附
属
滝
井
病
院
が
大
阪
府
の

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
認
定
！

徳
原
　
克
治（
ト
ク
ハ
ラ
　
カ
ツ
ジ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
略
歴

平
成
元
年
　
金
蘭
千
里
高
校
　
卒
業

平
成
2
年
　
関
西
医
科
大
学
　
入
学

平
成
8
年
　
関
西
医
科
大
学
　
卒
業

●
勤
務

平
成
8
年
　
　
　
関
西
医
科
大
学
外
科
学
講
座
に
勤
務

平
成
17
年
　
　
　
関
西
医
科
大
学
大
学
院
入
学
、i
N
O
S
誘

　
　
　
　
　
　
　
導
の
研
究
に
従
事

平
成
20
年
3
月
　
博
士
号
取
得

平
成
20
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院
に
て
消
化
管

　
　
　
　
　
　
　
外
科
医
と
し
て
勤
務

平
成
22
年
7
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院
に
て
下
部
消    

　
　
　
　
　
　
　
化
管（
大
腸
）外
科
に
専
従

平
成
24
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院 

　
　
　
　
　
　
　
消
化
器
外
科
診
療
講
師

平
成
26
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
外
科
診
療
講
師

平
成
26
年
12
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院
　

　
　
　
　
　
　
　
地
域
医
療
連
携
部
　
副
部
長
着
任

平
成
27
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院
　
が
ん
治
療

　
　
　
　
　
　
　
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
着
任

平
成
27
年
5
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院 

外
科 

講
師

●
所
属
、
資
格

日
本
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

日
本
消
化
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定
医
（
消
化
器
・一般
外
科
）

消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医

日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
暫
定
教
育
医

大
腸
肛
門
病
学
会
専
門
医

身
体
障
害
者
福
祉
法
指
定
医
（
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
障
害
）

大
阪
府
難
病
指
定
医

近
畿
外
科
学
会
　
評
議
員

三方良し

患者さん

開業医の先生
（地域の医療機関）

附属滝井病院
主治医

●術後連携パス
がん患者さんの経過チェックを
術後連携パスに控えて、共有さ
せていただきます。

シ
ョ
ン
が
W
H
O
で
見
つ
か
ら
ず
、内
科
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。４
年
間
の
内
科
研
修
時

に
血
液
内
科
の
教
室
に
入
局
し
た
の
で
す

が
、そ
の
時
の
教
授
の
影
響
が
大
き
く
、血
液

内
科
と
し
て
再
び
臨
床
に
戻
る
決
意
を
し
ま

し
た
。白
血
病
と
闘
う
の
は
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

な
感
染
症
と
闘
い
た
か
っ
た
私
の
夢
の
延
長

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

抗
が
ん
剤
に
よ
っ
て
治
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、究
極
は
骨
髄
移
植
、つ
ま
り
、健
康
な

人
と
骨
髄
を
入
れ
替
え
る
治
療
成
績
の
方
が

が
い
い
と
い
う
の
が
事
実
で
す
。そ
の
一
方
、

骨
髄
移
植
に
よ
る
合
併
症
で
い
の
ち
を
失
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。概
し
て
言
え
ば
移
植
を

せ
ず
に
抗
が
ん
剤
だ
け
で
治
る
人
の
割
合
が

約
３
割
で
す
。若
い
人
で
あ
れ
ば
、7
割
は
移

植
に
よ
っ
て
助
か
る
の
で
す
が
、1
割
の
人

が
移
植
合
併
症
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
の
た
め
、抗
が
ん
剤
を
受
け
た
あ

と
何
も
し
な
け
れ
ば
3
割
の
確
率
で
長
生
き

で
き
た
の
に
、移
植
を
し
た
た
め
に
１
割
の

確
率
で
早
く
亡
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
言
い
方
も
で
き
ま
す
。

血
液
の
が
ん
は
、ス
テ
ー
ジ
が
進
ん
で
か
ら

も
治
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
手
遅
れ
と
い
う
時
期
も
あ
り
ま

す
。患
者
さ
ん
の
症
状
は
腫
瘍
の
種
類
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。例
え
ば
急
性
白
血

白
血
病
、悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
、か
つ
て
血
液

腫
瘍
は
不
治
の
病
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。著

名
な
文
化
人
た
ち
が
こ
れ
ら
の
病
に
倒
れ
た

こ
と
や
小
説
な
ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
、悲
劇
的
な
象
徴
の
よ
う
な
記

憶
が
、私
た
ち
に
残
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、医
療
分
野
の
中
で
は
血

液
の
が
ん
は
最
も
進
ん
だ
領
域
の
一
つ
で
、

白
血
病
に
対
す
る
分
子
標
的
治
療
、悪
性
リ

ン
パ
腫
に
対
す
る
抗
体
療
法
な
ど
、先
進
医

療
が
年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

細
胞
療
法
の
代
表
で
あ
る
骨
髄
移
植
は
40
年

も
の
歴
史
が
あ
り
、す
で
に
確
立
し
た
治
療

法
で
す
。以
前
は
40
歳
ま
で
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、今
で
は
状
態
が
良
け
れ
ば
70
歳

ま
で
移
植
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。感

染
症
、免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
合
併
症
治
療
の

発
展
に
よ
り
、治
療
成
績
も
大
き
く
向
上
し

て
い
ま
す
。も
は
や
血
液
腫
瘍
を
含
め
た
血
液

疾
患
は
治
せ
る
時
代
で
す
。

公
衆
衛
生
の
中
に
国
際
保
健
と
い
う
分
野
が

あ
り
ま
す
。自
分
も
こ
の
道
に
進
み
た
い
と

い
う
の
が
医
師
に
な
る
と
き
の
夢
で
し
た
。

具
体
的
に
は
W
H
O
で
仕
事
を
し
た
か
っ
た

の
で
す
。一
つ
の
国
に
留
ま
ら
ず
国
境
を
超
え

る
感
染
症
、
例
え
ば
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や

S
A
R
S
な
ど
が
、日
本
で
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
が
、世
界
を
飛
び
回
り
な
が
ら
、ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
脅
威
と
闘
う

仕
事
が
し
た
か
っ
た
の
で
す
。そ
の
仕
事
を

す
る
た
め
に
公
衆
衛
生
に
進
も
う
と
思
い
ま

し
た
。た
だ
、患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
な
く
公

衆
衛
生
に
進
む
よ
り
は
、内
科
の
研
修
を
し

て
か
ら
公
衆
衛
生
に
進
ん
だ
方
が
良
い
と
当

時
の
血
液
内
科
の
教
授
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。4
年
間
内
科
を
研
修
し
、そ
の

後
3
年
間
公
衆
衛
生
に
進
み
ま
し
た
。し
か

し
な
が
ら
最
終
的
に
は
思
う
よ
う
な
ポ
ジ

病
の
場
合
は
、風
邪
で
も
な
い
の
に
熱
が
引

か
な
い
、だ
る
い
、動
く
と
息
切
れ
す
る
、あ

る
い
は
打
撲
で
も
な
い
の
に
青
あ
ざ
が
で
き

る
、血
が
止
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
症
状
が
出

ま
す
。採
血
す
れ
ば
一
般
の
先
生
で
も
診
断

で
き
る
の
で
す
が
、症
状
だ
け
で
判
断
す
る

の
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。診
断
が

遅
れ
た
た
め
に
、亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
訴
訟
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。進
行
し
す
ぎ
る
と
、ど
れ
だ
け
い
い
薬
が

あ
っ
て
も
助
か
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、患
者
さ

ん
の
異
変
を
見
つ
け
て
、私
た
ち
に
早
く
紹

介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
救
命
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、開
業
医
の

先
生
方
と
の
勉
強
会
や
懇
親
会
に
も
、積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

血
液
の
が
ん
は

治
せ
る
病
気
で
す
！

も
と
も
と
は
公
衆
衛
生
の

道
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

抗
が
ん
剤
と
骨
髄
移
植

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
。

手
遅
れ
と
い
う

時
期
が
あ
り
ま
す
。

血
液
腫
瘍
内
科
部
長

診
療
教
授

石
井
　
一
慶

血
液
腫
瘍
内
科
部
長　

着
任平

成
26
年
10
月
1
日

石
井
　一
慶（
イ
シ
イ
　
カ
ズ
ヨ
シ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
略
歴

平
成
元
年
3
月
　
高
知
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
　
卒
業

平
成
5
年
10
月
　
世
界
保
健
機
構 

（
W
H
O
） 

西
太
平
洋
地
域
　
　

　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
　
イ
ン
タ
ー
ン

平
成
7
年
4
月
　
米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
医
科
ウ
イ
ル
ス
学

　
　
　
　
　
　
　
講
座
リ
サ
ー
チ・フ
ェ
ロ
ー

平
成
10
年
5
月
　
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
血
液
内
科
　
医
員

平
成
13
年
3
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院

　
　
　
　
　
　
　
内
科
学
第一講
座
　
助
手

平
成
14
年
1
月
　
市
立
岸
和
田
市
民
病
院
血
液
内
科
　
医
長

平
成
22
年
4
月
　
市
立
岸
和
田
市
民
病
院
血
液
内
科
　
部
長

平
成
24
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
内
科
学
第一講
座
　
講
師

平
成
25
年
8
月
　
関
西
医
科
大
学
内
科
学
第一講
座
　
准
教
授

平
成
26
年
10
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院

　
　
　
　
　
　
　
血
液
腫
瘍
内
科
　
診
療
部
長・教
授

平
成
27
年
4
月
　
関
西
医
科
大
学
附
属
滝
井
病
院

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
治
療・緩
和
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長

●
資
格

日
本
内
科
学
会
近
畿
支
部
評
議
員・総
合
内
科
専
門
医・認
定
医
、日

本
血
液
学
会
評
議
員・近
畿
血
液
学
評
議
員・指
導
医・専
門
医
、日
本

造
血
細
胞
移
植
学
会
評
議
員・造
血
細
胞
移
植
認
定
医
、近
畿
輸
血
細

胞
治
療
学
会
評
議
員・日
本
輸
血
細
胞
治
療
学
会
認
定
医
、日
本
サ
イ

ト
メ
ト
リ
ー
学
会
評
議
員
、日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
暫
定
指
導
医
、日

本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
暫
定
教
育
医・認
定
医
、日
本
感
染
症
学
会

I
C
D
、日
本
医
師
会
産
業
医
、日
本
骨
髄
移
バ
ン
ク
調
整
医
師
、ア

メ
リ
カ
血
液
学
会
国
際
会
員
、ア
メ
リ
カ
血
液
骨
髄
移
植
学
会
会
員
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
血
液
学
会
会
員
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
血
液
骨
髄
移
植
学
会
会
員

かかりつけ医 かかりつけ医

地域医療とつなぐひとこと
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患者さんに優しく、愛される小児科をめざします。平成27年5月
皮膚科にレーザー外来を
開設。

私
た
ち
3
人
で
、
小
児
科
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

香里病院の小児科では、毎日の午前の診療は一般外来を行います。

また平日夕方には夕方診療(夕診) を行いますので、

お子さんが学校等から帰宅した後でも受診していただけます。

このほか予防接種、乳児健診、小児内分泌外来、小児心臓外来といった

特殊外来を開き、それぞれ専門的な診療を行います。

小児科 医長  田邉 裕子　
（タナベ　ユウコ）

プロフィール

平成17年　 福井大学医学部　卒業
専門分野　　小児科一般、小児内分泌・代謝
認定資格　　日本小児科学会専門医
　　　　　　内分泌代謝科（小児）専門医

小児科医　八十嶋 さくら
（ヤソシマ　サクラ）

プロフィール

平成21年　 関西医科大学医学部　卒業
専門分野　　小児科一般
認定資格　　日本小児科学会専門医

小児科医　駿田 竹紫　
（スルダ　チクシ）

プロフィール

平成 23年　関西医科大学医学部　卒業
専門分野　　小児科一般

受付時間：月曜日～金曜日　午後 5 時～午後 7 時（初診・再診）

香里病院の夕方診療
診 療 科 責任者医師

内　　科
高山 康夫　　　

廣原 淳子　　

髙橋 延行 

診 療 内 容 （主な疾病名等） 診 療 科 責任者医師 診 療 内 容 （主な疾病名等） 診 療 科 責任者医師 診 療 内 容 （主な疾病名等）

呼吸器疾患（喘息、肺炎、慢性閉塞性肺疾患、肺癌）、循環器疾患
（高血圧症、虚血性心疾患、心臓弁膜症、不整脈、心不全）、腎臓
疾患（腎炎、ネフローゼ、慢性腎不全、透析療法）、内分泌代謝疾
患（甲状腺疾患、糖尿病、高脂血症）、肝臓病（ウィルス性肝炎、脂
肪肝、肝炎、肝硬変）、消化管疾患（食道、胃、大腸、胆のう、膵臓疾
患）、便秘

小　児　科 田邉 裕子

●小児科疾患全般の診療
●特に小児内分泌疾患（低身長、糖尿病、甲状腺疾患、思春期の
　異常など）についての専門的診療 
●その他感染症、アレルギー疾患、川崎病など

外　　科 吉田　 良

低浸襲的な腹腔鏡下手術を積極的に行います。入院期間の短
縮、痛みの少ない治療など、患者さんのQOLを考慮した治療を
心がけます。対象疾患は消化器外科（胃癌、大腸癌、直腸癌）、炎
症性腸疾患、排便機能障害、胆石症、鼠径ヘルニア、痔、脱肛、肛
門周囲膿瘍

乳腺外科 吉田 秀行

乳癌、乳癌検診の要検査、乳腺症、乳腺炎、乳房にできもの、しこ
り乳腺腫瘍等の検査（一般病院ではできないマンモトーム生検
を含む）、治療（温存手術等）を行います。また、化学療法（入院・
外来通院）も行っています。

血管外科 駒井 宏好
末梢動脈疾患（下肢閉塞性動脈硬化症など）、末梢静脈疾患（深
部静脈血栓症・静脈瘤など）、腹部以下大動脈疾患

整形外科 児島　 新

四肢の外傷（大腿骨頚部骨折を含む）、手の外科一般（外傷～再
建）、炎症性疾患、変形性膝関節症（股関節を除く）、良性骨軟部
腫瘍、脊椎疾患、手の指が動かない、腰痛、関節が腫れる、痛風、
骨髄炎、関節リウマチ、骨粗鬆症など。＜除外疾患＞手術適用の
脊椎疾患、THA適用の股関節症、悪性骨軟部腫瘍

皮　膚　科 上尾 礼子

●皮膚科疾患全般
湿疹、アトピー性皮膚炎・蕁麻疹・中毒疹・薬疹、皮膚感染症（細
菌・真菌・ウイルス）、座瘡、自己免疫性水疱症、乾癬、褥瘡、下腿
潰瘍、陥入爪、巻爪のワイヤー療法、液体窒素冷凍凝固術、皮
膚腫瘍、うおの目、タコ、イボ、ケロイド、ヘルペス（帯状疱疹）、
円形脱毛症、白斑（手術療法含む）、水イボ、シミ、ホクロ、肝斑

●光線療法
ナローバンド・UVB療法

●レーザー治療
炭酸ガスレーザー、QスイッチNd:YAGレーザー

腎泌尿器外科 福井 勝也
排尿障害、尿路悪性腫瘍、腎腫瘍、尿路結石、膀胱腫瘍、前立腺
疾患、膀胱炎、泌尿器科一般  

眼　　　科 垰本　 慎

白内障、緑内障、網膜剥離、ぶどう膜炎、糖尿病網膜症、ドライア
イ、角膜疾患、網膜硝子体疾患、外眼部疾患、涙道疾患、眼瞼疾
患、眼表面（角結膜疾患）、斜視、顔面打撲で目が開かない、目や
に、充血、さか睫毛  

耳鼻咽喉科 濱田 聡子
副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、鼻出血、中耳炎、難聴、めまい、顔
面神経麻痺、咽喉頭炎、咽喉頭違和感、扁桃炎、頚部腫瘤、頚部リ
ンパ節腫大、耳下腺炎

婦　人　科

そ
　
の
　
他

生田 明子

透析センター 高橋 延行

子宮疾患（子宮筋腫、子宮内膜症、子宮頸部異形など）卵巣疾患
（卵巣嚢腫など）、更年期障害、その他一般

維持血液透析を行っています（月曜日～土曜日）

化学療法部 吉田　 良
外科（大腸癌、胃癌）、婦人科、乳腺外科の抗癌剤治療を化学療
法室で行っています。

内視鏡部 廣原 淳子

上部・下部消化管疾患の診断（色素内視鏡・NBI・EUS等）、上部・
下部消化管早期悪性腫瘍の内視鏡的治療（EMR・ESD等）、バ
ルーン拡張術、PEG造設、胆のう、胆道、膵臓疾患の内視鏡的診
断と治療（ERCP・ENBD・ERBD等）

放射線部 大村 直人 画像診断を通して、地域医療に貢献します。

機能訓練室
（リハビリテーション）

児島　 新
脳疾患、整形外科疾患、内科疾患、術後などの回復治療を行い
ます。

新
た
に
レ
ー
ザ
ー
機
器
を
導
入
し
ま
し
た
。

皮 膚 科 小 児 科

Q スイッチ
Nd:YAG レーザー 

香里病院皮膚科ではレーザー療法として、以前から炭酸ガス

レーザーによるホクロや脂漏性角化症（老人性疣贅）、その

他の皮膚腫瘍の治療を行っておりましたが、今回新たに『Q

スイッチNd:YAGレーザー』による保険外診療を開始しました。

『Q スイッチ Nd:YAG レーザー』はシミ（老人性色素斑、日光

黒子）やそばかす（雀卵斑）、老人性疣贅の他、内服や外用と

の併用で肝斑 を改善していくことも可能です。肌質改善や色

調改善といった美容的効果も期待できます。

気になる症状がある方はお気軽に当院スタッフまたは医師に

ご相談ください。症状に応じた治療をご提案させていただき

ます。

※肝斑とは

顔面のほぼ左右対称性に出現する淡褐色あるいは褐色の色素斑で、広範囲

に見られることもあります。女性ホルモンによるメラノサイトの活性化や紫外

線暴露、物理的刺激などが増悪因子といわれています。

ゆうぜい

ゆうぜい

かんぱん

かんぱん

じゃくらんはん

※

地域医療機関からの紹介であれば午後 8 時まで受付します。

日中に受診する時間がとれない方のために、夕方診療を実施
しています。内科・小児科は平日の毎日、他の科も曜日を限っ
て受診できます。どうぞご利用ください。

診
療
科
紹
介

子どもにとって何がいちばん
大事なのかを考えて、診療
を行います。コミュニケー
ションを大切にし、お子さん
とご家族のお話をしっかり聞
くように心がけています。

夕方診療科

内科

小児科

外科（血管外来）

乳腺外科

整形外科

腎泌尿器外科

耳鼻咽喉科

婦人科

月

○

○

○

○

○

○

○

○

火

○

○

○

○

○

○

○

○

水

○

○

○

○

○

○

○

○

木

○

○

○

○

○

○

○

○

金

○

○

○

○

○

○

○

○

診療体制

初診のみ
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T O P I C S 地域医療と バトン

消化器内科診療を
強化します。
天満橋総合クリニックの外来部門は、新たに是枝ちづ医
師と中橋佳嗣医師が診療に加わり、消化器部門の診療が
強化されました。両医師は、消化器疾患のなかでも、と
くに肝臓病の診療を専門分野としています。
また、消化器部門の診療を強化するため、経鼻内視鏡な
どの内視鏡検査機器を充実させ、さらに肝疾患の精密な
診断にきわめて有用な超音波検査装置「Aplio A500」
を新たに導入しました。これには、びまん性肝疾患を定
量的に評価可能なAcoustic Structure Quantification

(ASQ)とElastographyを搭載しています。これにより、
肝生検のような侵襲的検査にたよらなくても、びまん性
肝疾患の障害の程度をかなり詳細に評価することが可能
となります。
天満橋総合クリニックの内科外来は、ウイルス性肝炎、
代謝性肝疾患、自己免疫性肝疾患などの広範な肝疾患の
診療に対応できます。また、肝疾患以外の消化器疾患に
も広く対応できます。

同封のアンケートに
ご協力お願いいたします。

お忙しい中、お手数をおかけしますが、

編集内容の質向上にご協力いただけますよう、

お願いいたします。

ご記入いただいたアンケートは下記番号へ、

FAXにてお送りいただきますようお願いいたします。

関西医科大学地域医療センター

FAX . 072-804-2861

中橋医師を中心に、肝臓専門医がDAA治療！

チーム医療で高度で良質な内科診療を
機能的に行います。

是枝医師を中心に代謝性の肝疾患に対応！

近年、C型肝炎ウイルス（HCV）の特定機能領域を標的とする
直接作用型抗ウイルス薬（DAA）の開発が進み、インターフェ
ロン（IFN）フリー治療が可能となってきました。臨床試験の結
果では、これらの治療は副作用も少なく、驚異的に良好な治療
成績を示しています。今後、IFNフリーの DAA による治療は急
速に普及するものと思われます。当クリニックでは、大学附属病
院においてC型肝炎の豊富な治療実績を有する中橋医師を中心
に、肝臓専門医がDAA治療に対応します。これらの治療により、
感染症としての C 型肝炎は、今後激減すると予想されます。し
かし、肝炎治癒後も肝がん発症のリスクがあり、定期的な検査
が必要です。当クリニックでは、C型肝炎治療後の定期的な検
査を、患者さんの利便性に配慮して行います。
肝がん発症の危険因子であるにもかかわらず放置されているこ
とが多いB型肝炎ウイルスキャリアの定期的検査にも対応します。

治療の進歩によりウイルス性肝炎は確実に減少に転じています
が、一方では肥満人口の増加に伴い、メタボリックシンドローム

の肝病変と言われている、非アルコール性脂肪性肝疾患
（NAFLD）、非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）などの代謝
性肝疾患は明らかに増加しています。NAFLD の日本人有病率
は30%に近づいており、特にNASHは進行性の肝疾患であり、
放置すると肝硬変へと進展、さらに肝がん発症の重要な原因と
もなっています。今後ますますこの分野への対策が重要となっ
てきます。当クリニックでは、大学附属病院において NASH の
豊富な治療実績を有する肝蔵専門医の是枝医師が中心となり、
最新の超音波検査機器を用いた診断等による病状の正確な診断
を行い、さらに糖尿病専門医や看護師、保健師、栄養士が加わ
ることにより包括的チーム医療を行なっています。

天満橋総合クリニックは、他の附属病院と比較すれば入院設備
を持たない小規模なクリニックですが、最新の検査機器も導入
されており、総合内科専門医、消化器専門医、肝臓専門医、腎
臓専門医、糖尿専門医、循環器専門医、放射線科専門医、超
音波専門医が常勤として勤務しています。これら医師に加えて
栄養士、看護師、保健師がチームとなって、関西医科大学附属
の医療機関に相応しい高度で質の高い診療を、患者さんの利便
性を図りつつ、効率的に行います。

ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいたアンケートは下記番号へ、FAXにてお送りいただけますようお願いいたします。

●広報誌「つなぐ」をご覧になった評価をお聞かせください。

 

　□ 満足　　□ まあ満足　　□ どちらともいえない　　□ やや不満　　□ 不満

 

●面白かった記事はどれですか？

 

　

 

●面白くなかった記事はどれですか？

 

　

 

●今後、記載してほしい記事は何かありますか？

 

　□ 医師について　　□ 医療機器について　　□ その他 （　　　　　　　　　　　   ）

 

●年１回の発行をしていますが、回数について、いかがでしょうか？

 

　□ このままで良い　　　　□ もう少し発行回数を増やしてほしい （　　　 回が良い） 

関西医科大学地域医療センター FAX . 072-804-2861

FAXアンケートに
ご協力ください。

地域医療連携を深めるために

「つなぐ＋believe」を発行しています。

今回で第４号を迎えます。

今後より内容を充実させていくために、

あなた様のご意見をお聞かせください。

いただいたご意見は、今後の記事の参考にさせていただきます。

私たちは地域医療を支えるみなさまとの相互理解を深め、

より強固に、よりスムーズに医療連携を支えていくため、

関西医科大学の附属４施設

（附属枚方病院、附属滝井病院、香里病院、天満橋総合クリニック）の

今をお知らせするとともに、

みなさまのご意見を広く拝聴していきたいと考えております。

本誌のタイトル「つなぐ＋believe」には、

医療をつなぐ、命をつなぐ、願いをつなぐ、

そのためには医療機関同士の信じあえる心が

支えとなるという思いを込めています。

私たちが考える「つなぐ」という思い。

大分医科大学　卒業
関西医科大学内科 研修医
関西医科大学内科学第三講座　研修医
兵庫県立尼崎病院　内科 研修医
関西医科大学内科学第三講座　研究医員
関西医科大学内科学第三講座　助手
米国 University of Colorado Health 
Sciences Center, Department of 
Pharmacology,Postdoctoral fellow
関西医科大学内科学第三講座 附属枚方病院　
病院講師
関西医科大学内科学第三講座　診療講師
関西医科大学天満橋総合クリニック　内科医長

昭和60年　

昭和61年
　　
平成3年　
平成4年　 
平成5年　

平成19年　

平成24年　
平成27年

●主な資格
日本肝臓学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本内科学会認定医
日本医師会認定産業医
医学博士

内科　医長
中橋　佳嗣　（ナカハシ　ヨシツグ）
プロフィール
●略歴

関西医科大学　卒業
関西医科大学 内科学第三講座　研修医
関西医科大学 内科学第三講座　入局
関西医科大学 内科学第三講座　助手 
公立忠岡病院　医員（消化器内科）
関西医科大学 内科学第三講座　助手
関西医科大学 内科学第三講座 附属滝井
病院　病院講師  
関西医科大学 内科学第三講座 附属滝井
病院　肝臓病センター兼任
関西医科大学 内科学第三講座　診療講師
関西医大天満橋総合クリニック　内科医長
（予防医療担当）

昭和52年 　
昭和52年　
昭和53年　 
昭和55年    
   
昭和57年 　  
平成19年   
  
平成21年 　

平成24年
平成26年

 

内科　医長（予防医療担当）
是枝　ちづ　（コレエダ　チヅ）
プロフィール
●略歴

●主な資格
日本肝臓学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本内科学会認定医
日本医師会認定産業医
医学博士




